
 1

 

                         平成１５年１１月１９日 

 

ケータイ国際フォーラム実行委員会 

京都リサーチパーク株式会社 

 

 

～ 第３回ケータイ国際フォーラム 「起業家養成事業 実戦プレゼンテーション」～ 

「ビジネスプラン発表者」の募集について 

 

ケータイ国際フォーラム実行委員会（推進会議代表：山田啓二 京都府知事、実行委員

会委員長：立石義雄 京都商工会議所副会頭）では、来春３月１７日（水）、１８日（木）

の２日間、京都府総合見本市会館（パルスプラザ）他において、国内外のケータイ関連企

業・団体、大学・研究室等による企業間のビジネスマッチングや産学連携の推進、さらに

日中ビジネス交流促進を目指した「第３回ケータイ国際フォーラム」を開催いたします。 

本フォーラムは、京都・関西経済の発展と国内外のケータイ産業の振興を目的とした、

国、京都府、京都市、京都・関西の経済団体挙げての取り組みとして、平成１４年３月に

第1回目が開催されました。 

３回目となる本回は、従来からのトップセミナー、トップカンファレンス、および国内

外のケータイ関連企業・団体、大学・研究室等による企業間のビジネスマッチングや産学

連携の推進、さらに日中ビジネス交流促進を目指した展示会（ビジネスプラザ）に加え、

「起業家養成事業 実戦プレゼンテーション」の同時開催など、より一層充実した内容で

開催いたします。 

 

今回、上記「起業家養成事業 実戦プレゼンテーション」の「ビジネスプラン発表者」

の募集要項がまとまりましたので、お知らせします。 

この「起業家養成事業 実戦プレゼンテーション」は、ケータイ関連の技術やデザイン

に関する優秀なビジネスプランを有する大学生や大学院生など、次世代を担う起業家の発

掘と育成を目的に、アイデアの具体的なビジネスプランへのブラッシュアップ、プレゼン

能力の向上を目指した個別指導、さらに、最終的にはプレゼンテーションの場を提供し、

フォーラム参加企業とのビジネスマッチングを支援するとともに京都府内での創業を促

進するものです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

報道関係各位 

本件についての問い合せ  

京都リサーチパーク株式会社 経営企画部（担当：中根・田畑） 

住 所 〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町１３４ 

URL：http://www.itbazaar-kyoto.com/comp/ 
TEL：０７５－３１５－８３０９  FAX：０７５－３２２－５３４８  
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「ビジネスプラン」募集要項 

１．募集対象 

 ●大学生・大学院生など 

２．募集内容（部門）と必要提出書類 

（１）システム、ソフト部門 

●フロー図、プロトタイプ、ビジネスプラン 

（２）デザイン、エンターテインメント部門 

●絵コンテ、ラフ、モックアップ 

（３）社会経済部門 

●ビジネスプラン 

３．募集期間 

（１）応募登録：平成１５年１２月１５日（月）まで 

（２）作品送付：平成１５年１１月１日（土）～１２月２５日（木） 

４．募集方法 

（１）応募登録：ホームページより登録（http://www.itbazaar-kyoto.com/comp/） 

●一人何件でも応募可能（但し、応募点数分の応募申し込みが必要） 

（２）作品送付：事務局宛郵送、またはメールにて送付 

        ●試作品等がある場合は送付可能 

５．スケジュール 

（１）アイデア、ビジネスプランの公募（一般公募） 

（２）選考委員によるアイデア、ビジネスプランの一次選考 

   ①選考委員：日本電気(株)、松下電器産業(株)、(株)電通、(株)ダイス 

   ②選 定 数：１０テーマ程度 

（３）プレゼンスキルアップ講座開催（全３回） 

①開催時期：平成１５年２月２１日（土）、２８日（土）３月６日（土） 

②場  所：京都リサーチパーク 

③内  容：公開プレゼンテーションに向け、部門ごとにプロが指導 

④講師予定：日本電気(株)、(株)電通等 

（４）起業家養成事業 実戦プレゼンテーション（公開プレゼンテーション） 

①日  時：平成１６年３月１７日（水）、１８日（木） 

②場  所：京都府総合見本市会館（パルスプラザ）５階会議室 

③内  容 

●提案者によるビジネスプランの発表（１５～２０分／テーマ） 

●各企業賞の授与 

④選考委員：日本電気(株)、松下電器産業(株)、(株)電通、(株)ダイス等 

６．主催・実施主体 

●ケータイ国際フォーラム実行委員会 

 （「起業家養成事業 実戦プレゼンテーション」担当：京都リサーチパーク株式会社） 

以 上． 


